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　　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨

　哺乳動物の胎児性蛋白に関する研究は，1944年PedersQnが仔牛血清中に胎児特有の蛋白Fetuinの存

在を報告して以来始められた。

　α一フェトプロテイン（以下AFPと略す）は，哺乳動物胎児血清中に最：初に出現する電気泳動上α一位

に易動度を有する蛋白で胎生初期には血清蛋白の主成分をなすものである。成体でも主として原発生肝癌の

際に血中に出現することがあり，その診断的価値が注目されるに至った。

　家畜におけるAFPの研究は，1968年Kithierらが肝癌に罹った成牛血清に認められたのが最：初の報告

である。また胎児血清AFPの消長については，一つの報告があるのみでまったく基礎的研究の域を脱して

おらずか人医界での臨床応用にくらべ，大きな遅れをとっている現状である。

　獣医学領域での利用を考えると，．肝癌は稀な疾患であり診断的有用性が乏しい。そこで妊娠時，胎児AFP

が母体血中に出現するなら妊娠診断が可能であるし，妊娠異常（胎児異常）の際に母体血中，．羊水中のAFP

を測定することにより早期に異常が発見できるのではないかと考えられる。

　以上のことから恥著者は家畜とくにウシのAFPに着目し，、特異的方法（アフィニティー・クロマトグテ

フィー）を駆使し分離“精製してその特異抗血清を得，．胎児血清，．羊水，新生児血清，成牛血清，また異常

産血清について検索・し，，AFP．動態を明らかにし，胎児異常の際には母体血中にAFPの出現がありうるこ

とをウシにおいて初めて発見した。またウシ胎児の血清蛋白分画の主成分（α2－Macro91。bulh1，　Transfer一

血）を分離・精製しその特異抗血清を用いて定量した。さらに，胎児血清中免疫グロブリンGは，、その主

・体がlgG・であるこξを解櫛煙㌻，導管墾曝饗郵税細…餌回諭一、一

　AFPは分子量，等電点共に血清アルブミンに著しく近い，よって従来の非特異的方法では分離・精製が・

困難であったが，特異的方法の導入により急速に進歩した。まず抗原・抗体複合体からのAFP分離を試み

た結果，大型の氷室がないないなどの悪条件で分離もよくなぐ，Sample量も少量であるために十分な収量

をあげられなかった。そこでImmunoadsorbe飢としてCNBrで活性化した飾pharose　4B・にリガンド・

として抗ウシAFPウサギ血清のたグロブリン分画をcoupli■9させたカラムを使用しAFPの分離精

製を試みた結果，回収率は70～80％と極めて満足すべきもので，抗体を酸性にさらす時間が短いためにカラ

ムの繰返しの使用が可能であり，少量の抗血清より大：量のAFP精製示可能になった。またカラムを4℃に

保存すれば，少なくとも1年間の長期使用に耐えることなどから本法を高く評価したい。この純品AFPを
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基準として以下の種々な実験を行った。まずヒト，ブタ，ウシAFPの免疫学的交差性について検索した結

果，抗ウシAFPウサギ血清とヒト，ブタAFPは反応しなかった。抗ヒトAFPウマもしくはウサギ血清

は，ヒト，ブタ，ウシAFPとよく反応し，互いに免疫学的な共通する抗原決定基を有する他に，それぞれ

の種属に特異的な抗原：決定基も有していることが判明した。しかしながら市販抗ヒトAFPウマ血清はブタ

AFPとは反応するがウシAFPとは反応しなかった。このことは，共通抗原部分を認識させるまで免疫し

て得た抗体か否かの差異によると考えられる。

　AFP特異抗血清を用いて，　M解。専i，珠で以下定量を行った。高濃度用には抗血清を10％．低濃度用には

2％の抗血清をそれぞれ用いた。胎児血清AFPは2ヵ月齢ですでに平均5．9皿9／mZと高い値を示し，3ヵ月

齢では点在胎期間を通じて最高の平均7．1mg／mZの大きに達し，以後漸時減少し，出生時にはピークの約100

分の1まで減少，ユ0日で流血から消失した。胎齢2～3ヵ月における血清AFPの値は，血清アルブミンの

濃度より上まわっており，この時期における浸透圧の維持，キャリアー蛋白としての役割をはたしているも

のと考えられる。とくに羊水に異常を認めた例で，同月平均の3倍という高い値を示した例があり、また体

内死直後とみられる胎児は僅かのAFPが測定された。羊水AFPは胎児由来と考えられ，2カ月齢で存在

し，3ヵ月齢にピークに達したあと減少し8ヵ月齢以後はMancini法の感度以下になり感知し得なくなっ

た。この動態は胎児血中AFPの消長と酷似しており羊水AFPが胎児からの移行と十分考えられる。

　今回著者が成牛血清中にAFPを検出し得たのは2例であり，そのうち一例は胎児血中AFPのところで

のべた3倍量のAFPが測定された例であり，他の一例はアカバネ・ウイルス実験感染妊娠牛の経過血清中

に見い出されたもので．．結果として流産の転帰をとった症例であった。いずれも量的には僅かであり定性の

域を脱し得ず，特異抗血清で吸収することにより，AFPと確認されたものであるが，いずれにせよ胎児か

ら母体へAFPが移行することが，初めて経験された極めて重要な症例であり，、妊娠異常（胎児異常）の血

清蛋白レベルでの診断となり得ることが，明白な事実として理解されるに至ったことは，獣医臨床へのAFP

応用として価値あるものである。今回は例数が2例と少なく，今後その数をふやしていかなければならない

と考えられる。

　胎児の血清蛋白についての報告は少なく，．ことにウシ胎児に関しては，ほとんどない。今回著者の行った

実験の成績は，それを補うのにふさわしいと考える。これによれば胎齢2ヵ月では平均1．45g／dJであるが；

胎齢の増加とともに漸次増加し，分娩時には4．20g／d1平均となる。この増加の主力は血清アルブミ’ンの増加

によるものである。各蛋白分画のセルロースアセテート膜電気泳動分析の成績からアルブミンは胎齢の増加

どともに増量し出生時には置…第震縛油漬蛋白．占して存在する。α一グロブリンは胎齢2～4ヵ月では量的に、

アルブミンを上回っておりこの時期のα一グロブリンの主成分がAFPであることを考えるなら十分に理解

しうる。また，アルブミンとα一グロブリンの4ヵ月齢以後の交代の様子はあたかも胎児型Hb（HbF）か

ら成人型Hb（HbA）への変化のそれとよく似ており、胎生型から成人型へとの変化をうかがわせるもので

ある。またα一グロブリン分画は実量的に5ヵ月齢以後も変化がないが，Fetuinが中期以後増加すること

を考え合わ津れば理解できる。β一グロブリンの相対量に胎生期を通じて変化はないが，絶対量ではわずかな

がら増加する。1 ﾁ一グロタワ’ ｪ≠ぢザかの例で認められるが，その絶対：量は無視できるほどわずかな：ものであ

る。また新生児では初乳摂取後γ一グロブリンの急激な上昇をみた。胎児血清の免疫電気泳動による解析は

まったくといえるほどなされていない。今回の成績から胎生前期の血清中には12本の沈降線が常に認められ
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このうちアルブミン，α一Hpoprotein，α1－Antitrypsi11，α2－Lipoproteln，　AFP，α2－Macrog1Qbulin，　Tra－

nsferrinの沈降線が同定可能であった。しかしながらヒトで認められているGc－910bulin，　Ceruloplasmin

は沈降線を同定しえなかった。とくにαエ領域においてα、一Lpとα、一antitrypsinが胎生期すでに成牛と

同じくらい明瞭な沈降線として認められたことは興味ある所見としてとらえられた。交差免疫電気泳動分析

により確認でぎる沈降帯は14で免疫電気泳動による沈降線12より多い数となった。本法では複雑な成分と

くに，通常の免疫電気泳動では判定できないα位の血清蛋白の分離がよく，同じしotの抗血清で濃度（アガ

ロース板にたいする）が変らないなら，山の高さはその成分の濃度に比例するので試料中の多くの成分の定

1量が同時にできる利点がある。α2－Mは二二血清を出発材料としてSephadex　G－200でゲル炉過し，細い．．

　カラムで再クβマト後，分離泳動により三品としてとり出した。この特異抗血清を用いMancini法で胎児

血清を検索した成績から，その増加は，3ヵ月で一度増加しその後徐々に増加したが，胎内では成牛レベル

　に達しなかった。

　　Tfは，　IgGのcontaminをさけるために胎児血清を出発材料にリバノール沈殿上清をDEAE一£e11ulose

　カラムクロマトグラフィーのStepwise溶出を行ない，　Tf　richな部分をSephadex　G－150でゲル演過し

　純品を得た。この特異抗血清でMancini法により胎児血清について検索したところ2ヵ月ですでに成牛レ

　ベルの113量存在し，3ヵ月齢では2倍に増加しその後一定した濃度を保ちつづけるが，8ヵ月齢でわずかに．

　増加し，9ヵ月齢，10ヵ月齢でほぼ成牛レベルに達し，α2Mの動態とは異なることが明らかとなった。免．

　疫グロブリンG（工gG）は家畜（ウシ，ヒツジ，ヤギ，ブタ，ウマなど）では胎盤の構造から母体血中から

　の移行はなく，生後初乳を飲むことによってはじめて腸管から吸収され流血中に出現することがあきらかに

　されている。ウシの場合，．胎生期にある種の微生物に感染しないかぎり流血中には免疫グロブリンが出現し

　ないと考えられている。今回，IgGの検出にはOucterlony法，定量にはMancin三法を用いて胎児血清

　中のIgGについて検索した結果，総数37例中6例約16．2％と高率にその存在を認めた。低いもので0．05㎎、

　／畝，高いもので1．79㎎／皿∫と，．高いものでも成牛レベルの1ノ・。程度があるがその存在が認められたことは興

　味あることである。とくにIgGの成分が1例を除いてすべてIgG・単独の症例であり・．初乳から新生児に

　移行するIgGのほとんどがIgG・．であることを考えると，深く研究する余地があると考えられる。この

　IgGの由来がどこにあるか，一つまり母体なのか，胎児が産生しているのかについて決定を下すことはできな

　いが」．とりわけ2ヵ月齢胎児2．例のうち1例にL79㎎／風Z』と多量に検出され，もう1例にも痕跡程度に認あ．

　られたことから，この時期の胎児には免疫グロブリンの産生能は認められていないことを考えると．．また胎一

　盤構造の確立が不十分であろうことを考え合せて，．母体よりのIgGであろうと考えられる。しかしながら

抗体産生礒能醐きだし巌め胎児血清中：IgGの由来1・ついては，何ら力吻鯉物勲をう吐チ諒

・をしていないので断言でぎないが序の・・Gが母体由来なのか・胎児が産生して幡の棚融解轡

　与えることはできない。

　　以上の成績からヴシ胎児血澗こは他の哺乳動物と同様にAFPが存在し・その分離’精製には？アフィニ

　ティ．一。・ク．ロマトグラ7イーが極めて有効である。

　　成午蝉中に・例であ・がAFP力聯られたこζから胎犀の賄が母体に反映する≒臨海？暫

　胎児AFPが母体血清中に出現することが事実として明らかにされたので，今後記数を増やすとともに．

　1AFP検出の感度を上げることにより，胎児の異常を早期に発見でき．適切な処置を下せるものと確信す
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る。また，胎児AFP以外の血清蛋白についていえば，　Tfでは3ヵ月齢および9ヵ月齢に増加をみたが，

中期ではプラトーな状態にあり，出生前に成牛レベルに達していた。さらに，α2Mについては，3ヵ月齢

で増加し，その後漸次増加したが，成牛レベルには達しなかった。胎児血清の16％にIgGが認められ，

IgG・がその主体であった。ここに胎児血清蛋白成分の2～3の成分について明らかにされたので更に成分

を増し，血清蛋白動態について解き明さねばならない。

　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　はしがき

　近年，獣医学領域においても，血清蛋白に関する翫究は盛んになって来たが，ウシ胎児における血清蛋白

に関する研究は極めて少ない。

　胎児の血清蛋白で，重要視されるものは，いわゆる胎児性蛋白で，胎児性α一910bulin即ちα一fetoprotein

（AFP）もその1つである。さらに最近注目されているものに，　carcinoembryonic　antigen（CEA）が

ある。これらは，carcinofetalという群に属するもので，このほかにcarcinofetoPlacentalおよびcarcト

noplacentalという群の蛋白がある。

　本論文における，胎児蛋白としては，AFPについて述べている。その理由は哺乳動物胎児の血清中に最

初に出現し，しかも胎生初期には，血清蛋白の主成分を占めているからである。AFPは胎児血清中に多量

に存在するにかかわらず，その電気泳動による易動度が，α一位のグロブリンと同様のため，一般の電気泳

動法では識別出来ないのである。したがって，AFPに関する研究は総て免疫学的な手技を導入した方法に

頼らなければならない。AFPは，電気的性状（等電点），物理的性状（分子：量）などが，アルブミンもし

くはα一位の蛋白とほとんど一致しているために，これらの方法で分離精製することは不可能である。した

がって抗原としての純化精製されたAFPを得ることが，この研究の重要なポイントとなるわけである。

　AFPに関する研究は，医学の領域では著しく進み，ヒトの肝癌の診断に広く用いられ，その診断的価値

は高く評価されている。また．妊娠にあっては，胎児および羊水からの移行によって．AFPが血中に認め

られ，．胎児に異常があると，母体血中のAFP値が高く．なり，．胎児の異常を推察し得るといわれている。

　家畜におけるAFPの研究は，1968年Kithierらが肝癌に罹った成牛血清に認めたのが最初の報告であ

る。また胎児血清AFPの消長については，わずかに1つの報告炉あるのみでまったく基礎的研究の域を脱

しておらず，医学界での臨床応用にくらべ，大きな遅れをとっている現状である。

　獣医学領域での利用を考えると，肝癌は稀な疾病であり診断的有用性が乏しくい。そこで妊娠時，胎児

AFPが母体血中に出現するなら騰診卵ミ碓飾る尻購騨燗騨）．例際曙蜘中洋水中

のAFPを測定することにより早期に異常が発見できるのではないかとも考えられる。

　既に述べたように，．この研究は免疫学的な技術が中心になるので，、まずAFPの抗血清を調製しなければ

ならない。ところが，、その抗原となるウシAFPの分離精製に関する詳細な報告がないので，　AFPの分離

精製そのものにについて，．十分な検討を行なう必要があり，この点が明確にならないと，AFPの研究は進

展しないことになる。したがって，著者はAFPの分離精製を行なうために，アフィニティー・クロマトグ

ラフ身＿を駆使し，ウシ胎児血清から純化精製されたAFPを得，これを用いて特異抗血清を作製した。こ

の抗血清を用いて，ウシの胎児血清，羊水，新生児1毎清，成牛血清，．また異常早牛血清などについて，AFP
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の出現状況を検索し，その消長pattemを明らかにした。さらに，胎児異常の際には，母体血中にAFPの

出現がありうることをウシにおいて初めて発見した。またウシ胎児の血清蛋白分画の質的解析を試み，各分

画の主成分であるα2－MacrQglobulin，　Transferrinを分離精製し，その特異抗血清を用いて，これらの蛋

白を定量測定した。また，胎児血中の免疫グロブリンG（lgG）は，その主体がIgG、であることを免疫学

的に解明した。

　1．　AFPの分離精製について

　AFPは分子量においても等電点においても血清アルブミンもしくはα一位蛋白に著しく近似している。

そのため，従来のグロブリン分画の分離精製法ではド分離精製が困難であり，しかも，少量の胎児血液から

試料を採集するのであるから，サンプル量も少量であって，十分な収量を得ることが出来なかった。そこで

ImmunoadsorbentとしてCNBrで活性化したSepharose　4BにリガンドとしてウシAFPウサギ血清

のγ一グロブリン分画をcouplingさせたカラムを使用し，　AFPの分離精製を試みた。その結果，回収率は

と，極めて満足すべきものであった。この方法によると，抗体を酸性にさらす時間が短いため，カラムの反

復使用が可能であり，少：量の抗血清を用いて大量のAFP精製が可能であった。またカラムを4℃に保存す

れば，少なくとも1年間の長期使用にも耐えるので，本法の利用価値は高いものである。

　以上の方法によって得た純品AFPを基準として，次に述べるようないろいろな実験を行なった。’

　2．　ヒト，ブタおよびウシのAFPにおける免疫学的交差性について

　Ouchterloロy法によて，ヒト，ブタおよびウシのAFPにおける免疫学的交差性を検：査した結果，抗ウ

シAFPウサギ血清はヒトおよびブタのAFP　k対して反応を示さなかった。高度に免疫された抗ヒト

AFPウマ血清および抗ヒトAFPウサギや血清は，ヒト，ブタ，およびウシのAFPとよく反応した。こ

の結果は互いに免疫学的に共通する抗原決定基を有するとともに，それぞれの種属に特異的な抗原決：定基も

有していることを明示している。しか．しながら，、市販の抗ヒトAFPウマ血清はブタAFPとは反応する

が，，ウシAFPとは反応しなかった。このことは，一市販抗血清が共通抗原部分を十分に認識出来る程の強い

状態にまで免疫され七いなかったためと考えられる。

　3．胎児の月齢とAFPの消長について

　AFPの定量は，．　AFP特異抗血清を用いて，　Mancini法によって測定した。

　高濃度のAFPを測定するためには，、アガロース溶液に10％の割合に抗血清を混合し，．低濃度の測定に

は，2％の割合に抗血清を混合したものをアガロース平板として用いた1

　胎児血清AFPは2’ヵ月齢ですでに平均15．9㎎／ロ」と高い値を示し，，3ヵ月齢では在胎期間のすべてを通

じて最高値である平均77．1㎏ン皿」「に達し，・．以後漸時減少し∫・出生時三猿最高値の約100分の1まで減少し，

出産後10日で流血から消失、した。

胎齢2～31カ月における血清AFPの値は，．血清アルブミンの濃度より高い値を示レ，この時期における

浸透圧の維持，．キャリアー蛋白としての役割をはたしているものと考えられた。

　とくに，羊水に異常を認めた例で，同月齢の平均AFP値の3倍という高値を示したものがあった。

　また，胎内死直篠とみられる胎児では，僅かのAFPが測定されたにすぎなかった。

羊水AFPは胎児由来と考えられ，2ヵ月齢で存在し，．』3ヵ月齢で最高に達し，その後は減少し・8ヵ月

齢以後ではMancini法の感度以下に減少し，測定が不可能となった。この消長は胎児血中AFPの消長と
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　酷似しており，羊水AFPは胎児からの移行によるものと考えられた。

　　4。妊娠牛におけるAFPについて

　　既に述べたように，一般に成心ではAFFは認められないものであり，正常妊娠牛においても同様であ

　　る。しかしながら，今回著＝者は妊娠牛2例においてAFPを認めた。その1例は，胎児血中のAFP値が正

　常値の約3倍であった。他の1例はアバネウィルス実験感染妊娠牛の経過血清中に認められたもので，流産

　の転帰をとった症例であった。

　　　これらの2例における妊娠牛の血中AFPは，量的には僅少であって，定性の域を脱し得なかったが，特

　異抗血清で吸収する・ことにより寵AFPが確認された例である。このように微量ではあるが，胎児から母体、

　へAFPが移行することを認めた。この所見は，家畜のAFPに関する研究では初めてのもので，極めて重

　要な症例である。この事実から，AFP反応が妊娠異（胎児異常）の血清蛋白レベルでの診断に用られ得る

　ことは明らかで，今後獣医臨床へ，AFP反応を利用し得ることを示唆したものと考えられる。今後はその

　函数を追加して行きたいと考えている。

　　5．胎児の血清蛋白分画について

　　胎児の血清蛋白分画に関する報告ほ少なく，ことにウシ胎児に関してはほとんどない。今回筆老の行なつ

　た実験の成績はそれを補うのにふさわしいと考える。これによれば，血清総蛋白（TP）は胎齢2ヵ月では

　平均1．459／dZであるが，胎齢の増加とともに漸次増加し，出生時には平均4．209／dJとなった。この増加

　の主力は血清アルブミンの増加によるものである。高蛋白分画のセルロースアセテート膜電気泳動分析の成

　績から，アルブミンは胎齢の増加とともに増量し，出生時には，最も多量の血清蛋白として存在する。α一

　グロブリンは胎齢2～4ヵ月では量的にアルブミンを上回っており，この時期のα一グロブリンの主成分

　はAFPである。また，アルブミ．ンとα一グロブリンの4ヵ月齢以後の交代の様子は，あたかも胎児型Hb

　　（HbF）から成人型H。（HbA）への変化のそれとよく似ており，胎生型から成人型への変化をうかがわ

　せるものである。またα一回目ブリン分画はAFPが減少する5ヵ月以後も実量的には変化がないが，これ

　はFetuinが中期以後増加するためである。β一グロブリンの相対量は胎生期を通じて変化はないが絶対量

　ではわずかながら増加を認めた。γ一グロブリンは少数例で認められたが，．その絶対量は無視できるほどわず

　かなものであった。また，新生児では初乳摂取後γ一グロブリンの急激な上昇をみた。

　　6．胎児血清の免疫電気泳動について

　　胎児血清の免疫電気泳動による解析はまったく．と言えるほどなされてい奉い。今回の成績から胎生前期の

　血清中には12本の沈降線が常に認められ，．このうちアルブミン，．αrLipoprotein，α1。Antitrypsin，α2＿Lip－

7’艨賦縺C．＝畑P，』『醗Macr品品1鼠T・an・f・・ri・の心隔品定可能であ・た・し聾ゆ1ら・．顧認．

　められてい菊Gc－910bulin・CeruloPlasmiロは沈降線を同定しえなかった。とくにα1領域においてαrLp

　とαrAntitrypsinが胎生期すでに前部と同じくらい明瞭な沈降線として認めれらたことは興味ある所見で

　あった。

　　交差免疫電気泳動分析により確認できる沈降帯は14で免疫電気泳動による沈降線12より多い数となった。

　本法では複雑な成分，とくに，通常の免疫電気泳動では判定できないα一位の血清蛋白の分離がよく，同じ

　Lot・の抗血清で濃度（アが油日ス板にたいする）が変らないなら・山の高さはその成分の濃度に隼湿す互．

　ので試料中の多くの成分の定量が同時にできる利点がある。
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　　α2－Mは成牛血清を出発材料としてSephadex　G－200でゲル源過し，細いカラムで再ク・マト後，分離

泳動を行なって製品を得た。この特異抗血清を用いMancihi法で胎児血清を検索した結果，3ヵ月で一度

増加しその後は徐々に増加したが，胎内では成牛レベルに達しなかった。Tfは，　IgGの混入をさけるため

に，胎児血清を出発材料とし，そのリバノール沈澱上清をDEAE－celluloseカラムクロマトグラフィーの

stepwiseで溶出し，そのTf－richな溶出部分をSephadex　G－150でゲル炉過し，純品を得た。この特

異抗血清でMancini法により胎児血清について検索したところ，2ヵ月ですでに成牛レベルの1／3量が存在

し，3ヵ月齢では2倍に増加し，その後一定した濃度を保ちつづけたが，8ヵ月齢でわずかに増加し，9カ

ー月齢10ヵ月齢でほぼ成牛レベルに達し，α一2Mのように出産まで成牛レベルに達しなかった所見とは異な

　っていた。

　免疫グロブリンG（lgG）は家畜（ウシ，ヒツジ，ヤギ，ブタ，ウマなど）では胎盤の構造から母体血中

から胎児への移行はなく，生後初乳を飲むことによって，はじめて腸管から吸収され，流血中に出現するこ

とが明らかにされている。ウシの場合，胎生期にある種の微生物に感染しないかぎり流血中には免疫グ白プ

リンが出現しないと考えられている。今回，IgGの検出にはOuchterlony法を用い，定：量にはMancini法

を用いて胎児血清中のIgGについて検索した結果，37例中6例約16．2％にIgGを認めた。この6例のう

ち低い値のもので0．05㎎／皿Z，高いもので1．79㎎／鵬‘であった。しかし高い値を示したものでも直濡レベ

ルのエ／ユ。程度ではあったが，、その存在が認められたことは興味あることである。とくに，IgGの成分が1例

を除いて，すべてIgG、単独の症例であり，初乳から新生児に移行するIgGのほとんどがIgG・であった

ことも興味あることであった。このIgGの由来が母体からの移行によるのか，胎児の産生によるのかにつ

いて決定を下すことはできない。しかながら2ヵ月齢胎児2例のうち1例に1．79㎎／皿Zと多量に検出され，

他の1例にも痕跡程度た認められたことから考えると，その由来は，、母体からの移行によるものと考えられ

る。その論拠は．この時期の胎盤構造の確立が不十分で母体から他の蛋白と同様に移行されるのかも知れな

い。しかしな：がら抗体産生の機能が活性化されだした後の胎児血清中IgGの由来についてはト何らかの微

生物感染をうこたチェッをしていなので断言できない。このIgGが母体来なのか，胎児が産生しているの

か明確な解答を与えることはできなかった。

　結　　　論

　1）AFPの分離精製乙アフィニティー・・グロマ．トグラフィーを主体とし，免疫学的な手技を用いて．ウ

シ胎児血清からAFrを分離精製した。

2）　ヒト・ブタおよびウ・シ¢）AFPセ『おける免疫学的交差性：1ヒト・、ブタおよびウシのAFPには・免疫

学的に共通する抗原決定基を有するとともに，帰属特異抗原決定基も有して畝た6’回＝　卜’－　　∴『　冷

3）胎児の月齢とAFPの消長：胎児血清AFPは，3カ月齢で平均値7・・1㎎／mZとなり，．以後は漸減し，

出生時は極めて僅少となり，出産後10日で流血から消失した。

4）妊娠牛におけるAFP＝正常の妊娠牛においては，その妊娠経過のすべての時期を通じてAFPは認

められなかった。ただし，2例の異常妊娠牛ではその血清に微量のAFPを認めた。

5）胎児の血清蛋白分画：（1）血清総蛋白は胎齢の進むに従って増加し，出生時には平均値4．20g／dZとな

った。電気泳動分析の結果，胎齢の増加とともに各種の蛋白分画に変化が認められた。

6）胎児血清の免疫電気泳動所見＝一般の免疫泳動では」12本の沈降線を認め，交差免疫泳動では14の沈
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降帯を認めた。これらのうち，IgGはIgGエであって，2ヵ月齢の胎児においても認められた。

　上述のように，本論文はウシ胎児の血清蛋白を免疫学的な新しい面から追求し，その基礎的な成績を示

し，ことに異常妊娠牛の診断にAFP反応の利用を示唆していることは，将来の獣医学界に大いに寄与する

ものと考える。よって本研究は獣医学博士を授与するにふさわしい業績として高く評価する。

、一 P81一


